
1994年 出上の木簡

一
九
九
四
年
出
土
の
木
簡

概

要

本
号
で
は
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
一
九
九
四
年
全
国
出
土
の
木
簡
」
と
し
て

報
告
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
五
〇
遺
跡
か
ら
出
上
の
木
簡
情
報
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
発
掘
調
査
、
遺
物
整
理
な
ど
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
稿

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

掲
載
し
た
木
簡
出
土
遺
跡
は

一
覧
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
く
つ
か
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

古
代
の
都
城
遺
跡
か
ら
は
本
年
も
多
く
の
木
簡
の
出
上
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
藤
原
京
で
は

「頓
首
」
の
語
を
ふ
く
む
書
状
風
の
文
書
木
簡
が
注
目
さ

れ
る
。
文
意
を
と
る
の
は
む
ず
か
し
い
が
、
表
記
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
平
城
京
で
は
、
東

一
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
多
数
の
木
簡

が
、
祭
祀
遺
物
、
生
産
関
連
遺
物
、
動
物
の
骨
な
ど
特
色
の
あ
る
遺
物
と
と
も

に
出
上
し
て
い
る
。
琴
形
に
墨
書
し
た
も
の
の
ほ
か
、
貢
進
物
の
付
札
、
衛
府

関
係
の
文
書
木
簡
、
二
人
に
関
わ
る
木
簡
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
付
近
で
廃

棄
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
の
か
明
瞭
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、
共
伴
遺
物
な
ど
と
も
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
興
味
深
い
。

ま
た
、
「中
大
伴
門
」
も
注
目
さ
れ
る
。

長
岡
京
で
は

「利
田
」
の
語
を
持
つ
帳
簿
様
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
利

田
の
意
味
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
が
、
従
来
よ
り
三
〇
〇
年
も

さ
か
の
ぼ
る
初
見
史
料
と
な
る
。
平
安
京
で
は
西
市
周
辺
の
宅
地
か
ら
、
米
の

購
入
、
進
上
の
木
簡
な
ど
が
出
土
ｔ
て
い
る
。
遺
構
の
点
で
も
宅
地
の
開
発
状

況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
市
を
中
心
と
す
る
交
易
空
間
の
あ
り
さ
ま
や
、

そ
こ
で
の
活
動
を
検
討
す
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
左
京
四
条

一
坊
か
ら

「朱
雀
院
」
と
記
さ
れ
た
本
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

都
城
遺
跡
の
な
か
で
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
宮
町
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
は

「皇
后
宮
職
」
「造
大
殿
所
」
「御
炊
殿
」
な
ど
の
、
意
味
深
い
語
を
持
つ

木
簡
を
は
じ
め
、
参
河

・
駿
河

。
上
総

・
越
前
国
の
貢
進
物
の
付
札
な
ど
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
付
札
の
出
土
は
、
東
海

・
東
山

・
北
陸
三
道
諸
国
の
調

庸
を
紫
香
楽
宮
に
貢
じ
た
と
す
る

『続
日
本
紀
』
の
記
事
を
裏
付
け
る
と
い
う
。

遺
構
、
遺
物
と
あ
い
ま
っ
て
、
紫
香
楽
宮
の
具
体
的
な
状
況
が
徐
々
に
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

古
代
の
地
方
官
衡
に
関
連
す
る
遺
跡
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
ま
ず
注
目
さ
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1994年出上の木簡

※ 石名田木舟遺跡(2)

北高木遺跡

※○水橋荒町遺跡

※ 山木戸遣跡
※○上郷遺跡

※ 陰田小犬田遺跡

※ 米子城跡七遺跡
※ 三田谷 I遺跡
※ 吉川元春館跡
○田村遺跡群

※○姉川城跡

※○中園遺跡Ⅲ区

富山県福岡町・小
矢部市

富山県大島町

富山県富山市

新潟県新潟市

新潟県横越村

鳥取県米子市

鳥取県米子市

島根県出雲市

広島県千代田町

高知県南国市

佐賀県神埼町

佐賀県神埼町

集落 。寺院
か

集落・祭祀

集落・官衛
か

集   落
集   落
水田。自然
流路

城 下 町
集   落
居   館
環 濠 屋 敷

城   館
集   落

中   世

古   代
中世 。近世

中   世

近

古

中

近

中

古

世

代

世

世

世

代

れ
る
の
が
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
九
、　
一
〇
世
紀
の
河
川
跡

か
ら
官
衛
色
の
濃
い
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
二
点
つ
郡
符
木
簡
の
う
ち
、　
一

点
は
津
の
長
に
対
し
て
、
人
の
召
喚
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う

一
点
は
郡

司
の
職
田
に
関
し
て
農
民
を
召
喚
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
六
人
の
農
民
の
名
が

列
記
さ
れ
、
「
ヽ
」
「不
」
の
出
欠
確
認
の
追
筆
が
あ
る
。
木
簡
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
み
て
、
野
外

（職
田
の
現
地
で
あ
ろ
う
か
）
で
、
出
欠
が
確
認
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
職
田
の
経
営
に
関
わ
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
公
癖

米
の
返
抄
も
あ
る
。
国
郡
司
の
経
済
的
な
実
態
に
迫
る
い
と
ぐ
ち
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
袴
狭
遺
跡
か
ら
は

「鋼
符
」
と
記
す
木
簡
や
、
画
指
の
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
。
画
指
の
木
宙
は
四
〇
銀
近
い
大
型
の
も
の
で
、
「己
口
分
」
の
語

が
見
え
る
。
長
屋
王
家
木
簡
の
奴
婢
の
画
指
木
簡
と
は
異
な
り
、
正
倉
院
文
書

に
残
る
契
約
文
書
の
署
名
に
付
さ
れ
た
画
指
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
。
北
高
木
遺

跡
で
は
神
名
を
記
す
習
書
木
簡
や
、
「交
易
」
「本
利
」
の
記
載
を
持
つ
帳
簿
状

の
木
簡
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
遺
跡
で
は

「佐
見
御
庄
」
と
い

う
墨
書
を
も
つ
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
西
大
寺
領
佐
味
荘
と
の
関
連
が
今
後
、

問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
梶
子
北
遺
跡
で
は
、
「調
衛
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が

出
上
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
地
方
官
衛
関
係
の
も
の
が
常
に
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
っ
た
世
界
を
、
断
片
的
な
が
ら
、

リ
ア
ル
に
見
せ
て
く
れ
る
。

古
代
末
か
ら
中
世
の
木
簡
で
は
、
平
泉
の
三
遺
跡
か
ら
木
簡
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
中
尊
寺
金
剛
院
で
は
将
棋
の
駒
が
、
志
羅
山
遺
跡
で
は
物
忌

※は木簡新出土遺跡  ○は1993年以前出土遺跡



札
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
平
泉
の
生
活
の

一
部
を
確
実
に
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

中
近
世
の
城
郭
跡
や
城
下
町
か
ら
の
出
土
例
も
多
い
。
従
来
か
ら
報
告
の
あ

る
大
坂
城
跡
を
は
じ
め
、
前
橋
城
遺
跡
、
福
井
城
跡
、
米
子
城
跡
、
吉
川
元
春

館
跡
、
姉
川
城
遺
跡
、
旗
本
の
屋
敷
で
あ
る
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
か
ら
の
報
告

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
荷
札
を
は
じ
め
聞
香
札
、
柿
経
、
は
え
た
た
き

（？
）
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
物
が
出
土
し
て
い
る
。
中
近
世
に
限
ら
ず
、
こ

う
い
っ
た
日
常
生
活
に
密
着
し
た
余
り
に
も
身
近
な
木
簡
は
容
易
に
そ
れ
と
判

断
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
扱
い
、
何
を
語
ら
せ
る
か
に

は
、
い
ま
だ
明
ら
か
な
答
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
本
号
掲
載
の
木
簡
を
概
観
し
た
。
言
及
し
な
か
っ
た
な
か
に
重
要
な

木
簡
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
内
容
を
誤
解
し
て
い
る
点
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
ご
寛
恕
を
お
願
い
し
た
い
。

な
お
、
本
会
で
は
木
簡
出
土
年
の
研
究
集
会
で
出
土
情
報
を
報
告
し
、
こ
れ

を
翌
年
の
本
誌
に
掲
載
す
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
そ
れ
に
反
す
る
こ
と
も
あ
る
。
佐
賀
県
姉
川
城
跡
は
人
九
年
の
出

土
で
あ
る
が
、
今
回
、
関
係
機
関
や
担
当
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
、
平
安
京
跡
左
京
四
条

一
坊

一
町
、

富
山
県
北
高
木
遺
跡
、
福
島
県
荒
田
目
条
里
遺
跡
は

一
昨
年
の
研
究
集
会
で
報

告
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
が
、
本
号
で
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
関

係
機
関
お
よ
び
担
当
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。　
一
方
、
本
号
に
掲
載
す

べ
く
し
て
掲
載
で
き
な
か
っ
た
遺
跡
と
し
て
、
滋
賀
県
大
将
軍
遺
跡
、
長
野
県

榎
田
遺
跡
、
新
潟
県
牧
目
遺
跡

・
平
林
城
跡
、
広
島
県
山
崎
遺
跡
が
あ
る
。
ま

た
、
以
前
に
木
簡
が
出
上
し
て
い
な
が
ら
、
未
掲
載
の
遺
跡
と
し
て
は
、
奈
良

県
西
橘
遺
跡
、
平
安
京
跡
左
京
九
条
二
坊
十
五
町
、
御
土
居
濠
跡
、
京
都
府
高

内
親
谷
窯
跡
、
兵
庫
県
赤
穂
城
本
九
跡
、
神
奈
川
県
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
、
新
潟
県

春
日
山
城
跡
、
同
伝
至
徳
寺
跡
、
石
川
県
横
江
荘
家
跡
、
宮
城
県
山
王
遺
跡

（多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
調
査
分
）、
山
形
県
月
記
遺
跡
、
広
島
県

尾
道
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。
本
会
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
早
い
機

会
に
補
足
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
や
担
当
の
方
々
の
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
本
会
で
掌
握
で
き

て
い
な
い
出
土
例
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
関
係
機
関
、
読
者
諸
氏
の
ご
狭
示

を
お
願
い
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鷺
森
浩
幸
）




